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くっきり！ 福祉の未来形

公益財団法人　日本社会福祉弘済会
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「空飛ぶ車いす」青少年の活動レポート
SRILANKAに届け! 空飛ぶ車いす2017

「車いす修理ボランティア活動」に新規挑戦した学校の取り組み
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くっきり！ 福祉の未来形 ～日社済助成事業成果報告～

P2 社会福祉助成事業・アジア福祉助成事業
2018年度助成先一覧  ほか　

「スクールソーシャルワーカーの
効果的な人材育成に向けた専門職団体の役割」
一般社団法人 静岡県社会福祉士会

「健康長寿の科学的解明をテーマとする講演会」
特定非営利活動法人 元気・百歳
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63
2
0
1
8
年
度
社
会
福
祉
助
成
事
業
 助
成
先
決
定！

「空飛ぶ車いす」年末のネパールツアー

2018年度社会福祉助成事業
助成先決定！
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団　体　名 事　業　名

北海道 特定非営利活動法人
レター・ポスト・フレンド相談ネットワーク 長期在宅ひきこもり当事者支援向け家族アセスメントツール開発

群　馬 群馬県相談支援専門員協会 群馬県内相談支援専門員実数把握及び業務状況調査

東　京 公益財団法人
日本チャリティ協会 パラアート（障害者アート）国際交流活動

東　京 一般社団法人
日本車椅子シーティング協会 タイの重度肢体不自由児向け座位保持キットの製品開発および実証試験

愛　知 特定非営利活動法人
しんしろドリーム荘 介護満足の本心を聞き取る手法に関する研究

愛　知 特定非営利活動法人
こどもサポートネットあいち 「社会的養護の小規模化における調査研究 ー子どもの視点および職員の視点からの現状と課題の検討ー

兵　庫 一般社団法人
神戸ダルクヴィレッジ 薬物依存症当事者の体験談を語ることによる再トラウマ化防止のガイドライン翻訳及び研究

兵　庫 特定非営利活動法人
そらしど 障がい児家族の子育て支援ニーズ調査

岡　山 岡山ソーシャルワーカー協会 ソーシャルワーカーの情報通信技術（ICT)活用力向上に向けた基礎的調査研究

長　崎 特定非営利活動法人
アジア地域福祉と交流の会 マレーシアにおける福祉の研究

団　体　名 事　業　名

静　岡 みしま難聴児を持つ親子の会 講演会「静岡県の難聴児への取り組みと課題について」

静　岡 HEALTHY FAMILY　はままつ 妊娠期から子ども虐待防止のための研修

静　岡 子どもと保育の未来空間 子どもと保育の未来空間

愛　知 特定非営利活動法人
愛実の会 当事者研究全国交流集会　名古屋大会

大　阪 特定非営利活動法人
児童虐待防止協会 関係機関懇話会「子ども家庭総合支援拠点について考える〜官民の連携を見据えて〜

大　阪 特定非営利活動法人
介護保険市民オンブズマン機構大阪 身体拘束・虐待防止研修

兵　庫 一般社団法人
高次脳機能障害者サポートネット 高次脳機能障害啓発講演会

兵　庫 特定非営利活動法人
播磨オレンジパートナー 第3回西播磨認知症ケア実践研修

兵　庫 ビハーラケア研究会 平成30年度定例研究会

兵　庫 神戸市立科学技術高校「空飛ぶ車いす研究会」 車いす修理講習会

島　根 えくぼ えくぼニコニコ笑音楽会

広　島 KHJ広島「もみじの会」 2018年第13回KHJ全国大会in広島

香　川 特定非営利活動法人
子育てネットひまわり 社会課題の理解者を100人生み出す研修プログラム

高　知 特定非営利活動法人
脳損傷友の会高知　青い空 第4回高次脳機能障害全国事業所職員ネットワーク研修会

福　岡 NPO法人
城南健康ふれあい倶楽部 認知症カフェ支援者育成研修と認知症介護者の集合研修

長　崎 特定非営利活動法人
せかい卵 新上五島町で発達障害への理解を深める啓発

国 所　属 事　業　名

タイ Sharing-Love FamilyGroup 在宅ヘルスケアの推進

フィリピン Center for Ignacian Formation and Community Ministries 地域における研修・訓練プログラム等による地域開発

インドネシア Yayasan Usaha Mulia （Foundation for Noble Work） 高齢者向け地域保健所（ヘルスポスト）

フィリピン Kanlungan Sa Er-Ma Ministry Inc. 路上生活青少年に対する教育プログラムならびに居場所の提供

スリランカ Srisugatha Community Development Foundation 知的に障害のある子どもたちのデイ・ケア・センター

 2018年度 助成金交付団体決定 （社会福祉助成・アジア福祉助成）

B．研究事業　10団体  助成額：３9７万円

２．アジア福祉助成事業

助成先の研修会・講習会の様子
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団　体　名 事　業　名

北海道 一般社団法人
ジャスミン権利擁護センター 法人後見業務の現状と課題、それらに対する研修会

北海道 特定非営利活動法人
コミュニティシンクタンクあうるず 第5回ソーシャルファームジャパンサミットin 九州

北海道 特定非営利活動法人
ジャイフル ペアレントトレーニング研修

岩　手 特定非営利活動法人
いわてパノラマ福祉館 就労定着推進における支援者研修会 〜オンライン研修

宮　城 社会福祉法人
東北福祉会 VR（バーチャル・リアリティ）認知症体験セミナー 〜認知症を知り地域で支える〜

宮　城 一般社団法人
日本ファミリーホーム協議会東北ブロック 第13回ファミリーホーム全国研究大会in宮城・仙台　絆（きずな）〜未来へつなぐ命〜

宮　城 特定非営利活動法人
あいの実 重症心身障がい児を支援するスタッフのスキルアップ研修会

茨　城 特定非営利活動法人
茨城県精神障害地域ケア―研究会 精神障害者対象のホームヘルプのこれからのあり方

茨　城 NPO法人
HI-MARC（ハイマーク） 市民公開講座「むせのないお口作り」〜誤嚥性肺炎をしっていますか〜

茨　城 茨城県自立援助ホーム協議会 講義と事例検討から学ぶ　生き辛さを抱えた若者たちへの専門的支援

埼　玉 浦和ダウン症児を育てる親の会「コスモス」 ダウン症全国巡回セミナーinさいたま

千　葉 一般社団法人
まつど地域共生プロジェクト 地域共生社会の理解を深め、現場で実践する

千　葉 NPO法人
スマイルクラブ パラリンピックに向けた障がい者スポーツ指導者研修

東　京 社会福祉法人
東京栄和会 スキルアップ研修「パーソンセンタードケアを学ぶ」

東　京 社会福祉法人
東京コロニー 「在宅就労セミナー2018」開催 〜「働き方改革」と障害のある人のテレワーク〜

東　京 公益社団法人
東京都介護福祉士会 新任介護福祉士研修

東　京 一般社団法人
CIS ダンスワークショップ〜ココロとカラダが動きだす〜

東　京 学校法人
日本社会事業大学 介護職種の外国人技能実習制度に特化した生活指導員養成講習

神奈川 社会福祉法人
ぱれっと 障害福祉サービスに係わる職員スキルアップ研修（TERAKOYAぱれっとベーシック編）

神奈川 一般社団法人
横浜市聴覚障害者協会 高齢聴覚障害者（ろう老人）に対する地域生活支援についての研修

神奈川 神奈川工科大学（KWR） 車いす修理＆メンテナンス技術講習会

新　潟 新潟医療福祉大学（FWS） 車いす修理とシーティング技術講習会

石　川 社会福祉法人
愛里巣福祉会 「共生ケア」の実践発表研修会〜認知症高齢者と軽度の知的障がい者との共生〜

山　梨 社会福祉法人
あすなろの会 複数施設の技術と地域資源を活かした仕事の創出

山　梨 特定非営利活動法人
フードバンク山梨 「学校をプラットホームにしたフードバンクこども支援プロジェクトの推進」シンポジウムの開催

岐　阜 社会福祉法人
岐阜羽島ボランティア協会 地域づくりセミナー〜地域まるごと共生社会〜

静　岡 社会福祉法人
明光会 障害者生活支援シンポジウム「障害者の生活と共生型サービス」

 2018年度 助成金交付団体決定 （社会福祉助成・アジア福祉助成）

■2018年度 助成先一覧

A．研修事業　43団体  助成額：１，441万円
１．社会福祉助成事業

　2018年度の助成金交付先は、研修事業と研究事業を対象として、53団体に1,838万円の助成を決定しました。
今年度の公募においては、北海道から沖縄まで33都道府県の社会福祉法人やNPO、その他任意団体等から合計100
件の応募がありました。
　また、アジア福祉助成については、5団体に150万円の助成を決定しました。
　今年度は4か国から10件の応募がありました。　

助成先の研修会・講習会の様子
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一
、
は
じ
め
に

　

当
法
人
は
、
社
会
福
祉
の
援
助
を
必
要
と
す
る
知
識
及

び
技
術
の
県
民
へ
の
普
及
・
啓
発
を
行
う
と
と
も
に
、
社

会
福
祉
事
業
に
携
わ
る
専
門
職
員
に
対
す
る
技
能
の
研
鑽

を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
地
域
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
推
進
と
発

展
を
図
り
、
も
っ
て
静
岡
県
民
の
社
会
福
祉
の
向
上
に
寄

与
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

二
、
助
成
事
業
概
要

目
的

　

今
、
日
本
で
問
わ
れ
、
求
め
ら
れ
て
い
る
ス
ク
ー
ル

ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
（
以
下
、
S
S
W
）
の
あ
り
方
及
び
、

そ
の
な
か
で
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
（
以
下
、

S
S
W
r
）
に
期
待
さ
れ
て
い
る
役
割
と
課
題
に
つ
い
て
考

え
、
S
S
W
r
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を
図
る
学
び
の
機
会
を
提

供
す
る
。

日
程
・
会
場

　

①
平
成
29
年
6
月
24
日
㈯　

13
時
〜
16
時
30
分

    　

静
岡
駅
前
会
議
室
B
館　

大
会
議
室
B
3
0
1
号

　

②
平
成
29
年
10
月
28
日
㈯　

12
時
30
分
〜
17
時

　

 　

 

静
岡
県
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
ア
ー
ツ
セ
ン
タ
ー　

グ
ラ
ン

シ
ッ
プ　

9
0
8
会
議
室

内
容

　

① 

ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
の
初
任
者
を
対
象
に

し
た
、
講
義
・
講
演
と
グ
ル
ー
プ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

　

② 

基
調
報
告
、
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
（
3
名
の

S
S
W
r
に
よ
る
実
践
報
告
）、
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
（
研

修
の
振
り
返
り
〜
日
頃
の
思
い
の
分
か
ち
合
い
＆
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
作
り
〜
）

三
、
事
業
の
成
果

　

現
在
、
静
岡
県
下
の
各
市
町
の
教
育
委
員
会
に
よ
る

S
S
W
r
活
用
事
業
」
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
教
育
行

政
の
独
自
性
、
教
育
委
員
会
の
考
え
方
な
ど
に
よ
り
さ
ま
ざ

ま
な
展
開
が
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
浜
松
市
と
静
岡
市
を
除

く
他
の
市
町
に
お
け
る
S
S
W
実
践
を
取
り
巻
く
現
状
に
は
、

今
後
の
方
向
性
が
不
明
確
で
あ
る
な
ど
多
く
の
課
題
が
指
摘

さ
れ
て
い
る
。

　

そ
の
よ
う
な
状
況
に
お
い
て
、
今
回
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に

は
、
自
ら
の
実
践
の
中
身
を
検
証
し
、
今
後
の
S
S
W
の
あ

り
方
に
つ
い
て
自
主
的
に
学
ぼ
う
と
す
る
方
々
が
参
加
し
た
。

　

基
調
報
告
に
お
い
て
は
、
S
S
W
の
概
念
、
機
能
、
役
割

な
ど
に
関
す
る
基
本
と
な
り
大
切
な
内
容
に
つ
い
て
の
講
義

を
通
し
て
、
受
講
者
は
自
ら
の
日
々
の
S
S
W
実
践
の
あ
り

方
を
論
理
的
に
再
整
理
す
る
機
会
と
な
っ
た
。

　

パ
ネ
ル
デ
ィ
シ
ュ
カ
ッ
シ
ョ
ン
に
お
い
て
は
、
3
名
の

S
S
W
r
（
菊
川
市
、
富
士
市
、
浜
松
市
）
に
よ
る
実
践
報
告

の
後
、
受
講
者
も
交
え
て
の
意
見
交
換
の
時
間
を
も
ち
、
そ

の
議
論
を
通
し
て
受
講
者
は
S
S
W
実
践
が
い
か
に
多
様
な

実
践
で
あ
る
か
に
つ
い
て
触
発
さ
れ
、
さ
ら
に
S
S
W
r
と
し

て
留
意
す
べ
き
ス
タ
ン
ス
（
価
値
観
な
ど
）
に
つ
い
て
再
認

識
す
る
機
会
と
な
っ
た
。

　

グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
に
お
い
て
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
市
町
で
仕

事
す
る
S
S
W
r
ど
う
し
が
、
自
ら
の
日
々
の
仕
事
を
通
し
て

抱
い
て
い
る
思
い
、
疑
問
、
不
安
、
悩
み
な
ど
に
つ
い
て
語

り
合
う
こ
と
を
通
し
て
シ
ェ
ア
す
る
時
間
と
な
り
、
さ
ら
に

自
ら
の
S
S
W
r
と
し
て
の
仕
事
の
意
義
を
再
考
す
る
機
会

●
助
成
事
業
成
果
報
告

一
般
社
団
法
人
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県
社
会
福
祉
士
会
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山
本
　
た
つ
子

ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
の

効
果
的
な
人
材
育
成
に
向
け
た
専
門
職
団
体
の
役
割
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と
な
っ
た
。

　

本
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
全
体
を
通
し
て
、
受
講
者
に
と
っ
て
エ

ン
パ
ワ
ー
さ
れ
る
時
間
と
新
た
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
作
り
を
す

る
機
会
を
提
供
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

四
、
成
果
の
広
報
・
公
表

　

本
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
お
け
る
成
果
に
つ
い
て
は
、
以
下
の

よ
う
な
形
で
の
広
報
な
ど
を
通
し
て
活
用
し
て
い
く
。

・ 

静
岡
県
下
の
各
市
町
の
S
S
W
r
全
員
に
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク

し
て
い
く
。

・ 

静
岡
県
下
の
県
市
町
の
教
育
委
員
会
の
指
導
主
事
に
フ
ィ
ー

ド
バ
ッ
ク
し
て
い
く
。

・ 

静
岡
県
社
会
福
祉
士
会
の
理
事
会
、
こ
ど
も
家
庭
福
祉
委

員
会
に
て
報
告
す
る
。

・ 

こ
ど
も
家
庭
福
祉
、
教
育
な
ど
を
テ
ー
マ
に
し
て
開
催
さ

れ
る
さ
ま
ざ
ま
な
研
修
会
な
ど
の
場
で
、
本
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
の
取
り
組
み
を
は
じ
め
、
現
在
の
S
S
W
を
取
り
巻
く

現
状
と
課
題
に
つ
い
て
報
告
す
る
。

五
、
今
後
の
展
開

　

近
年
、
児
童
生
徒
を
取
り
巻
く
学
校
、
家
庭
、
地
域
社
会
の

状
況
は
深
刻
さ
を
増
し
て
い
る
な
か
、
文
部
科
学
省
に
よ
り

S
S
W
r
拡
充
の
動
向
が
示
さ
れ
、
S
S
W
r
に
対
す
る
期
待

が
高
ま
っ
て
き
て
い
る
。

　

2
0
1
7
年
1
月
に
は
報
告
書
『
児
童
生
徒
の
教
育
相
談
の

充
実
に
つ
い
て
〜
学
校
の
教
育
力
を
高
め
る
組
織
的
な
教
育
相

談
体
制
づ
く
り
〜
』
が
出
さ
れ
、
今
後
の
S
S
W
の
あ
り
方
に

つ
い
て
指
針
が
出
さ
れ
た
。
S
S 

W
が
注
視
さ
れ
て
き
て
い
る

と
い
う
こ
と
は
、
一
方
で
S
S
W
r
個
々
の
実
践
内
容
並
び
に

S
S
W
r
全
体
の
「
質
の
担
保
」
が
問
わ
れ
て
き
て
い
る
と
い

う
こ
と
で
あ
る
。
S 

S
W
を
取
り
巻
く
状
況
は
、
チ
ャ
ン
ス
と

同
時
に
ピ
ン
チ
で
あ
る
と
も
い
え
よ
う
。

　

こ
の
よ
う
な
動
向
を
踏
ま
え
、
今
後
も
静
岡
県
下
の

S
S
W
r
の
「
質
の
担
保
」
を
図
り
、
そ
の
育
成
及
び
S
S
W

の
啓
発
（
社
会
的
意
義
を
伝
え
る
な
ど
）
の
た
め
の
研
修
会
を

継
続
開
催
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

基調報告

パネルディスカッショングループワーク
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一
、
は
じ
め
に

 

「
本
法
人
は
奈
良
市
西
部
地
域
の
高
齢
者
住
民
を
対
象
に
、

健
康
寿
命
延
伸
と
健
康
づ
く
り
を
目
指
し
昨
年
4
月
に
発

足
し
た
N
P
O
で
、
文
化
講
演
会
や
健
康
長
寿
文
化
祭
の

開
催
、
機
関
誌
「
奈
良
健
康
倶
楽
部
」
の
発
行
、
健
康
増

進
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
を
主
な
事
業
と
し
て
お
り
、
正
会
員

数
は
現
在
2
0
0
名
で
す
。 

昨
年
6
月
、
学
園
前
ホ
ー
ル

で
実
施
し
た
評
論
家
・
樋
口
惠
子
女
史
の
「
人
生
百
年
時

代
へ
の
船
出
」
講
演
会
に
続
き
、
今
回
は
貴
会
の
御
助
成

を
得
て
、
健
康
長
寿
の
科
学
的
な
解
明
を
テ
ー
マ
に
「
ア

ン
チ
エ
イ
ジ
ン
グ
」
講
演
会
を
開
催
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

二
、
助
成
事
業
概
要

実
施
目
的

　

男
女
の
平
均
寿
命
が
83
・
7
歳
と
な
っ
て
わ
が
国
が
世
界

一
の
長
寿
大
国
と
な
る
中
、
高
齢
者
の
多
く
が
健
康
長
寿
を

願
い
、「
健
康
で
元
気
に
長
生
き
す
る
方
法
」
に
強
い
関
心
を

寄
せ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
健
康
長
寿
の
科
学
的
な
解
明

が
高
齢
者
福
祉
に
と
っ
て
喫
緊
の
課
題
で
あ
り
、
奈
良
市
北

側
に
隣
接
す
る
同
志
社
大
学
ア
ン
チ
エ
イ
ジ
ン
グ
・
リ
サ
ー

チ
セ
ン
タ
ー
よ
り
講
師
を
お
招
き
し
て
ア
ン
チ
エ
イ
ジ
ン
グ

講
演
会
を
開
催
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

実
施
時
期

平
成
29
年
5
月
30
日  

13
時
30
分
〜
15
時
45
分

会
場　

奈
良
市
西
部
会
館
3
F
学
園
前
ホ
ー
ル

参
加
者　

3
3
3
名 

実
施
内
容

（
挨
拶
）
司
会
・
高
原
市
社
協
事
務
局
長　

主
催
者
・
髙
嶋 

　

N
P
O
理
事
長　

来
賓
・
福
井
市
社
協
会
長

（
音
楽
会
）
松
本
真
理
子
・
マ
リ
ン
バ
演
奏
会
（
元
奈
良
県
教

　

育
委
員
長
の
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
）

　
 

出
演
・
松
本
真
理
子
ほ
か
6
名　

演
奏
「
聖
者
の
行
進
」、

「
剣
の
舞
」
な
ど
13
曲

（
講
演
会
）
ア
ン
チ
エ
イ
ジ
ン
グ
講
演
会

　

講
師
・
同
志
社
大
学
生
命
医
科
学
部　

米
井　

嘉
一
教
授

三
、
事
業
の
成
果

1　

マ
リ
ン
バ
演
奏
会

　

マ
リ
ン
バ
演
奏
家
・
松
本
真
理
子
女
史
率
い
る
ア
ン
サ

ン
ブ
ル「
テ
ト
ラ
」の
演
奏
会
は
、ピ
ア
ノ
と
ト
ラ
ン
ッ
ペ
ッ

ト
を
含
む
6
名
の
団
員
に
よ
る
若
さ
溢
れ
る
演
奏
と
、
奈

良
県
教
育
委
員
長
も
勤
め
た
こ
と
の
あ
る
真
理
子
女
史
の

巧
み
な
ト
ー
ク
で
会
場
を
盛
り
上
げ
、
ほ
と
ん
ど
高
齢
者

ば
か
り
の
観
客
席
も
手
拍
子
で
応
え
る
な
ど
熱
気
あ
ふ
れ

る
音
楽
会
と
な
り
ま
し
た
。　
（
注
）
マ
リ
ン
バ
・
共
鳴
用

の
金
属
管
が
付
い
た
打
楽
器
で
大
型
の
木
琴

2　

ア
ン
チ
エ
イ
ジ
ン
グ
講
演
会

　

司
会
者
に
よ
る
講
師
紹
介
の
あ
と
、
講
師
の
米
井
嘉
一

教
授
が
登
壇
さ
れ
、
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
に
よ
る
70
画
面
の

紹
介
を
基
に
ア
ン
チ
エ
イ
ジ
ン
グ
・
ラ
イ
フ
の
理
論
と
実

践
に
つ
い
て
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

補
助
席
を
含
め
て
3
3
0
名
の
参
加
者
は
、「
老
後
の
暮

ら
し
を
元
気
に
長
生
き
す
る
秘
訣
は
何
か
」
一
言
も
聴
き

漏
ら
す
ま
い
と
熱
心
に
聞
き
入
り
、
講
演
の
最
後
に
は
盛

大
な
拍
手
で
感
謝
の
意
を
表
し
、「
い
い
講
演
会
で
し
た
ね
」

と
笑
顔
で
会
場
を
後
に
さ
れ
ま
し
た
。
講
演
の
要
旨
は
下

記
の
通
り
で
す
。

（
1
）
老
化
と
抗
加
齢
医
学

　

ア
ン
チ
エ
イ
ジ
ン
グ
・
抗
加
齢
医
学
と
は
健
康
長
寿
・

健
康
増
進
を
目
標
に
老
化
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
研
究
す
る
学

問
で
食
事
療
法
、
運
動
療
法
、
精
神
療
法
か
ら
な
る
。

老
化
と
は
、
①
さ
び
る 

活
性
酸
素
な
ど
に
よ
る
細
胞
の
酸

化
作
用　

②
し
ぼ
む　

内
分
泌
変
化
に
よ
る
ホ
ル
モ
ン
減

少
と
老
化
の
加
速　

③
風
化
す
る　

生
き
甲
斐
を
失
っ
て

後
ろ
向
き
の
志
向
に
な
る
精
神
的
弱
体
化

（
2
）
抗
加
齢
（
ア
ン
チ
エ
イ
ジ
ン
グ
）
指
導
の
目
的
（
健

康
長
寿
の
秘
訣
）

●
助
成
事
業
成
果
報
告

N
P
O
法
人
　
元
気
・
百
歳

理
事
長　

髙
嶋
　
貞
夫

健
康
長
寿
の
科
学
的
解
明
を
テ
ー
マ
と
す
る
講
演
会
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①
動
脈
硬
化
を
防
ぐ　

②
寝
た
き
り
を
防
ぐ　

③
痴
呆

を
防
ぐ　

④
癌
を
防
ぐ　

⑤
酸
化
を
防
ぐ

（
3
）
ア
ン
チ
エ
イ
ジ
ン
グ
・
ラ
イ
フ
の
5
原
則

　

①
運
動
し
ま
し
ょ
う
（
柔
軟
体
操
・
有
酸
素
運
動
・
筋

力
ト
レ
）　

②
良
い
食
習
慣
を
身
に
着
け
よ
う　

③
タ
バ
コ

は
絶
対
に
吸
わ
な
い 

④
プ
ラ
ス
志
向
で
行
き
ま
し
ょ
う  

⑤

恋
を
し
ま
し
ょ
う
（h

ap
p

y p
eop

le live lon
ger

）

四
、
成
果
の
広
報
・
公
表

（
1
）
奈
良
新
聞
の
報
道

　

講
演
会
の
翌
日
、
5
月
31
日
の
奈
良
新
聞
に
当
行
事
の
記

事
が
掲
載
さ
れ
、「
い
つ
ま
で
も
若
く
〜
奈
良
で
健
康
長
寿
文

化
祭
」
と
い
う
見
出
し
で
紹
介
さ
れ
、
講
演
会
に
つ
い
て
は

以
下
の
よ
う
な
記
事
に
な
っ
て
い
ま
す
。「
第
2
部
の
講
演
会

で
は
、同
志
社
大
学
生
命
医
科
学
部
の
米
井
嘉
一
教
授
が
、『
ア

ン
チ
エ
イ
ジ
ン
グ 

─ 

美
し
さ
、
若
さ
を
保
つ
』
で
講
演
。『
ア

ン
チ
エ
イ
ジ
ン
グ
は
機
能
年
齢
の
若
返
り
と
老
化
予
防
』
と

指
摘
し
、
運
動
や
食
習
慣
、
プ
ラ
ス
志
向
な
ど
、
ア
ン
チ
エ

イ
ジ
ン
グ
の
ポ
イ
ン
ト
を
解
説
し
た
。」

（
2
）
奈
良
日
日
新
聞
の
報
道

　

講
演
会
の
3
日
後
、
6
月
2
日
の
奈
良
日
日
新
聞
に
当
行

事
の
こ
と
が
掲
載
さ
れ
ま
し
た
。「
音
楽
を
通
じ
て
若
返
り
〜

ア
ン
チ
エ
イ
ジ
ン
グ
文
化
講
演
会
」
と
い
う
見
出
し
で
紹
介

さ
れ
、「
講
演
で
は
マ
リ
ン
バ
奏
者
の
松
本
真
理
子
さ
ん
に
よ

る
演
奏
会
が
行
な
わ
れ
、
約
3
4
0
人
の
来
場
者
が
若
さ
の

秘
訣
を
知
ろ
う
と
熱
心
に
耳
を
傾
け
て
い
た
」
な
ど
と
い
う

記
事
に
な
っ
て
い
ま
す
。

（
3
）
機
関
誌
「
奈
良
健
康
倶
楽
部
」
第
4
号
（
9
月
発
行
）

に
講
演
要
旨
を
掲
載
す
る
予
定

五
、
今
後
の
展
開

（
1
）
機
関
誌
に
ア
ン
チ
エ
イ
ジ
ン
グ
理
論
紹
介
欄
を
設
置

　

本
法
人
の
機
関
誌「
奈
良
健
康
倶
楽
部
」（
5
0
0
部
発
行
）

に
ア
ン
チ
エ
イ
ジ
ン
グ
の
理
論
と
実
践
に
関
す
る
コ
ー
ナ
ー

を
設
け
、
経
常
的
に
会
員
へ
知
識
と
情
報
を
提
供
し
、
健
康

長
寿
の
啓
発
に
努
め
ま
す
。

（
2
）
ア
ン
チ
エ
イ
ジ
ン
グ
講
演
会
の
継
続

　

ア
ン
チ
エ
イ
ジ
ン
グ
講
演
会
を
今
後
も
継
続
し
て
開
催

し
、
健
康
長
寿
問
題
の
科
学
的
解
明
に
つ
い
て
の
高
齢
者
住

民
の
要
望
に
応
え
て
い
き
ま
す
。
そ
の
た
め
、
同
志
社
大
学

の
ほ
か
、
大
阪
大
学
人
間
科
学
部
や
京
都
府
立
医
大
よ
り
専

門
の
講
師
を
お
招
き
す
る
準
備
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

（
3
）
ア
ン
チ
エ
イ
ジ
ン
グ
ド
ッ
ク
の
開
催
を
検
討

　

会
員
を
対
象
に
し
た
定
期
的
な
ア
ン
チ
エ
イ
ジ
ン
グ
ド
ッ

ク
の
開
催
を
検
討
し
ま
す
。
保
健
福
祉
部
な
ど
行
政
の
協
力

を
得
て
、
専
門
家
に
よ
る
老
化
防
止
と
健
康
長
寿
の
た
め
の

健
康
相
談
会
の
開
催
を
計
画
し
ま
す
。

マリンバ演奏会

マリンバ演奏会（松本真理子女史）アンチエイジング講演会（米井教授）
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2
0
0
4
年
12
月
26
日
に
発

生
し
た
ス
マ
ト
ラ
沖
巨
大
地
震

で
、
ス
リ
ラ
ン
カ
南
部
沿
岸
は

甚
大
な
津
波
被
害
を
受
け
ま
し

た
。
現
地
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

も
津
波
で
一
人
息
子
（
当
時
7

歳
）
が
犠
牲
に
な
る
出
来
事
も

あ
り
、
被
災
3
か
月
後
に
日
本

の
工
業
高
校
生
た
ち
が
修
理
し

た
約
1
5
0
台
の
緊
急
車
い
す

支
援
を
行
い
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
翌
年
5
月
に
現
地
入

り
し
た
高
校
生
ら
が
目
の
あ
た
り

に
し
た
の
は
、
津
波
被
害
だ
け
で

は
な
く
送
っ
た
車
い
す
の
空
気
漏

れ
、
パ
ン
ク
、
ブ
レ
ー
キ
な
ど
の

不
具
合
が
5
割
超
と
い
う
悲
惨
な

状
況
で
し
た
。
車
い
す
が
無
い
ス

リ
ラ
ン
カ
で
は
貴
重
な
も
の
で
あ

り
、
緊
急
整
備
を
行
っ
て
手
渡
し

大
変
喜
ば
れ
ま
し
た
。 

　

高
校
生
た
ち
は
帰
国
後
支
援

継
続
と
タ
イ
ヤ
対
策
を
訴
え
、

こ
れ
を
機
に
日
社
済
は
タ
イ
ヤ

を
全
て
ノ
ー
パ
ン
ク
タ
イ
ヤ
に

切
り
替
え
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

以
来
ス
リ
ラ
ン
カ
に
送
っ
た
車

い
す
は
1
6
5
0
台
を
超
え
て

い
ま
す
。
た
だ
、
タ
イ
ヤ
問
題

は
ク
リ
ア
し
ま
し
た
が
整
備
不

良
は
ま
だ
あ
り
、
現
地
メ
ン
テ

ナ
ン
ス
が
必
要
で
す
。 

　

今
回
の
訪
問
は
7
月
に
コ
ン

テ
ナ
輸
送
し
た
1
2
5
台
を
現

地
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
一
緒
に
点

検
、
整
備
を
行
い
、
修
理
技
術

を
伝
え
る
こ
と
が
目
的
で
し
た
。

ま
た
、
家
庭
訪
問
で
は
環
境
調

査
と
利
用
者
本
人
、
家
族
に
使

用
方
法
な
ど
を
伝
え
、
安
全
な

利
用
を
促
し
ま
し
た
。

　

最
後
に
今
回
の
活
動
状
況
報

告
に
つ
い
て
、
初
め
て
海
外
活

動
を
行
っ
た
2
名
の
大
学
生
の

レ
ポ
ー
ト
を
お
届
け
い
た
し
ま

す
。

S
R
I
L
A
N
K
A
に
届
け
！

	
「
空
飛
ぶ
車
い
す
」2
0
1
7

修理完了の記念撮影

スリランカの女子学生も手際よく修理して
くれた

田舎道を歩いて家庭訪問へ

養護施設の子どもたちも興味深そうに
手伝ってくれた

車いすで段差をクリアする方法を
実演

スリランカの学生と共同で整備した車い
すの最終点検

歩けない一人暮らしのおばあさんは隣人
のお世話で暮らしている

スリランカの学生の手伝いで整備完了した車いす

孫を抱っこして喜ぶ一家
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期日　2017年8月31日（木）〜9月4日（月）
主催　神奈川工科大学KWR、新潟医療福祉大学FWS
助成　公益財団法人日本社会福祉弘済会
協力　サハナサラナ財団（代表 アーリヤダーサ氏）
　　　カルタラ市ライオンズクラブ
内容　①車いすコンテナ輸送（125台）
　　　②点検・整備＋修理講習（車輪、ブレーキ、フットレスト調整など）
　　　③家庭訪問

活動日程
◆8月31日（木）
9：00 成田空港第2ターミナル集合
 FWS 前日23：00夜行バスで新潟出発  KWR 6：00電車で厚木出発
11：20 （日本時間）成田発UL461
17：10 （現地時間）コロンボ着　※時差3時間30分

◆9月1日（金）
7：00 朝食＋ミーティング
8：00 ホテル出発（作業着）
8：30 修理会場：ビクシュビベカラマヤ寺
 準備：修理会場設営（車いす、工具置き場など）
9：30 挨拶、日程説明　スリランカの学生10人、現地ボランティア10人参加
 修理作業手順説明　<通訳と事前打ち合わせ>
 100台の点検開始（点検カードの確認）25台は既に寄贈済
 カードの区分け（赤、青、緑、黄色）ー作業効率アップの為
 グループ分け（リーダー1、サブ＋スリランカボランティア）
15：00 カルタラ市内の2軒家庭訪問
16：00 反省会

◆9月2日（土）
8：00 朝食＋ミーティング
8：30 ホテル出発　5軒家庭訪問（カルタラ県内）地元ライオンズクラブ協力
 ー車いす10台持参  サイズ違い予備を含むー

◆9月3日（日）
7：30 朝食＋ミーティング
8：30 ホテル出発  贈呈式準備：ビクシュビベカラマヤ寺
9：30 車いす選定、贈呈式（障害者10人＋家族）
13：00 ホテルチェックアウト  コロンボへ
17：00 コロンボ空港着
19：15 コロンボ発UL460（機中泊）

◆9月4日（月）
7：35 成田着  解散

■「空飛ぶ車いす」青少年の活動レポート

神奈川工科大学 
車いす修理屋（KWR）

林 美希 善山 友香 山口 榛奈 武藤 英里

羽賀 大樹 長谷川 瑞記 梅原 直人

新潟医療福祉大学 義肢装
具自立支援学科（FWS） 中澤ほのか 石川 翼 茂田井 優 竹田 翔平

ボランティア 新田 実 後藤 佳宏 池田 拓海 佐々木 俊一
（敬称略・順不同）

参加者

家庭訪問はお坊さんが案内してくれた

手製のいざり車で暮らしていたが、奥さんも車いすは大
助かりと喜んでくれた

5 年前、秋田からもらった車いすは、タイヤは摩耗しブ
レーキも壊れた。1 人暮らしに 2 台目は必需品だった

贈呈式に参加してくれた 11 人には日本のお菓子もお渡
しした

今回も活動を支えてくれたサハナサラナ財団のボラン
ティアと記念撮影
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初
め
て
の
海
外

神
奈
川
工
科
大
学
創
造
工
学
部
1
年

林 

美
希

1  
参
加
の
動
機

　

私
が
ま
ず
、
K
W
R
と
い
う
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
サ
ー
ク
ル
に
入
ろ
う
と
思
っ
た
き
っ
か

け
は
海
外
活
動
に
魅
力
を
感
じ
た
か
ら
で

す
。
先
輩
方
が
活
動
の
度
に
更
新
し
て
い
る

S
N
S
を
通
し
て
、
活
動
内
容
や
活
動
風
景

を
見
て
、
自
分
も
こ
の
活
動
を
し
て
み
た
い

な
と
思
い
ま
し
た
。

　

私
の
姉
に
は
障
害
が
あ
っ
て
車
い
す
で
生

活
し
て
い
る
と
い
う
の
も
あ
り
、
車
い
す
に

は
親
近
感
が
あ
り
ま
し
た
。
私
に
と
っ
て
も

生
活
の
一
部
で
あ
る
、
そ
ん
な
車
い
す
を
修

理
し
、
海
外
の
必
要
と
さ
れ
て
い
る
方
に
渡

す
と
い
う
活
動
に
衝
撃
を
受
け
ま
し
た
。
ま

た
、
私
は
今
ま
で
一
度
も
海
外
に
行
っ
た
こ

と
が
な
く
、
海
外
に
行
く
こ
と
に
抵
抗
を
感

じ
て
い
た
の
で
、
こ
の
機
会
に
自
分
の
考
え

や
感
覚
を
変
え
る
た
め
に
も
絶
対
に
行
こ
う

と
思
い
ま
し
た
。

2  

ス
リ
ラ
ン
カ
の
方
々
の
印
象

　

ス
リ
ラ
ン
カ
の
方
は
日
本
語
を
喋
る
こ
と

が
で
き
な
い
と
先
入
観
を
持
っ
て
い
ま
し

た
。
し
か
し
、
最
初
の
自
己
紹
介
の
時
に
日

本
語
で
自
己
紹
介
を
し
て
下
さ
っ
た
方
が
ほ

と
ん
ど
で
、
し
っ
か
り
と
歩
み
寄
っ
て
下

さ
っ
て
、
す
ご
く
い
い
人
ば
か
り
だ
な
と
感

じ
ま
し
た
。
ま
た
、
通
訳
の
方
は
私
と
個
人

的
に
も
お
話
を
し
て
く
だ
さ
り
、
ス
リ
ラ
ン

カ
に
つ
い
て
た
く
さ
ん
の
こ
と
を
知
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
本
当
に
親
切
な
方
ば
か
り

で
す
。

3   

活
動
時
の
ス
リ
ラ
ン
カ
の

学
生
の
印
象
・
エ
ピ
ソ
ー
ド

　

新
潟
の
大
学
と
の
顔
合
わ
せ
の
と
き
、
あ

ま
り
話
す
こ
と
が
で
き
ず
、
K
W
R
の
先
輩

方
に
ス
リ
ラ
ン
カ
で
は
自
分
か
ら
話
し
か
け

に
い
か
な
い
と
い
け
な
い
よ
と
言
わ
れ
て
い

ま
し
た
。
そ
の
こ
と
も
あ
り
、
と
て
も
意
気

込
ん
で
活
動
を
開
始
し
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
私
は
男
の
学
生
さ
ん
と
2
人

で
作
業
し
た
の
で
す
が
、
そ
の
方
は
と
て

も
フ
レ
ン
ド
リ
ー
で
、
言
葉
が
話
せ
な
く

て
ジ
ェ
ス
チ
ャ
ー
で
伝
え
る
し
か
な
く
て

も
、
す
ぐ
理
解
し
て
丁
寧
に
作
業
し
て
下

さ
り
、
逆
に
こ
ち
ら
側
が
助
か
る
ほ
ど
積

極
的
な
方
で
し
た
。

4  

家
庭
訪
問
で
印
象
に
残
っ
た
こ
と

　

糖
尿
病
で
足
を
切
断
し
て
車
い
す
を
必
要

と
し
て
い
る
方
が
多
い
と
感
じ
ま
し
た
。
私

の
知
る
限
り
、
日
本
で
車
い
す
を
使
用
し
て

い
る
方
は
、
知
的
障
害
が
あ
り
体
が
思
う
よ

う
に
動
か
せ
な
い
人
の
方
が
足
を
切
断
し
て

し
ま
っ
て
い
る
人
よ
り
も
多
い
と
思
い
ま

す
。
そ
れ
は
日
本
の
義
足
技
術
が
発
展
し
て

い
る
か
ら
な
の
で
し
ょ
う
が
、
国
が
違
う
と

使
用
す
る
人
も
、
ま
た
使
用
す
る
人
の
障
害

の
状
態
も
違
っ
て
く
る
と
い
う
こ
と
に
衝
撃

を
受
け
た
家
庭
訪
問
で
し
た
。

5  

空
飛
ぶ
車
い
す
の
意
義

　

実
際
に
利
用
者
、
家
族
に
車
い
す
を
渡
し

て
み
て
「
空
飛
ぶ
車
い
す
の
意
義
」
を
す
ご

く
感
じ
ま
し
た
。
家
庭
訪
問
や
最
終
日
に
、

利
用
者
と
そ
の
家
族
と
触
れ
合
い
な
が
ら

シ
ー
テ
ィ
ン
グ
し
、
車
い
す
を
渡
し
て
、
と

て
も
喜
ん
で
く
れ
て
い
る
姿
を
見
て
、
心
か

ら
や
っ
て
よ
か
っ
た
な
と
思
い
ま
し
た
。
だ

か
ら
こ
そ
、
日
本
で
は
不
要
と
な
っ
た
車
い

す
で
も
海
外
に
は
必
要
と
し
て
い
る
人
が
た

く
さ
ん
い
る
と
い
う
こ
と
を
多
く
の
日
本
の

高
校
生
に
知
っ
て
も
ら
い
た
い
で
す
。

　

今
回
、
ス
リ
ラ
ン
カ
の
人
に
と
っ
て
プ
ラ

ス
な
だ
け
で
な
く
、
私
自
身
も
成
長
さ
せ
ら

れ
る
部
分
が
多
々
あ
り
ま
し
た
。
お
互
い
に

と
っ
て
プ
ラ
ス
で
あ
る
、
こ
れ
こ
そ
が
「
空

飛
ぶ
車
い
す
の
意
義
」
だ
と
思
い
ま
す
。

6   

今
後
へ
の
ア
ド
バ
イ
ス
・

工
夫
す
べ
き
と
こ
ろ

　

突
然
の
休
憩
や
、
家
庭
訪
問
で
の
滞
在
時

間
の
延
長
な
ど
予
期
せ
ぬ
事
態
に
対
応
し
き

れ
な
か
っ
た
り
と
時
間
配
分
が
で
き
ず
、
先

輩
方
や
O
B
の
方
に
頼
る
こ
と
が
多
か
っ
た

で
す
。
そ
こ
は
、
毎
晩
全
員
で
ミ
ー
テ
ィ
ン

グ
を
し
、
次
の
日
の
予
定
を
し
っ
か
り
と
確

認
す
る
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
先
輩

方
に
質
問
す
る
こ
と
が
多
く
、
自
分
の
修
理

技
術
も
ま
だ
ま
だ
だ
と
思
い
知
ら
さ
れ
ま
し

た
。
先
輩
方
や
O
B
の
方
に
頼
ら
な
い
た
め

に
も
、
1
人
で
出
来
る
く
ら
い
に
修
理
技
術

を
身
に
つ
け
て
海
外
に
行
く
べ
き
で
し
た
。

7  

自
分
の
変
化

　

以
前
は
消
極
的
で
し
た
が
、
自
分
か
ら

積
極
的
に
話
し
か
け
に
行
く
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
外
国
人
と

活
動
を
し
て
み
て
、
も
っ
と
英
語
を
勉
強

し
た
い
、
話
し
た
い
と
思
う
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。本
当
に
活
動
に
参
加
し
て
よ
か
っ

た
で
す
。

スリランカの学生たちと一緒に梱包を解く
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海
外
で
の
ボ
ラ
ン
ティ
ア

新
潟
医
療
福
祉
大
学
2
年

中
澤 

ほ
の
か

1  
参
加
の
動
機

　

学
生
の
う
ち
に
一
度
で
い
い
か
ら
海
外

に
行
っ
て
、
そ
の
土
地
の
様
子
を
自
分
の

目
で
見
た
い
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
私
が

通
う
学
校
で
は
2
年
の
夏
休
み
明
け
か
ら

学
校
生
活
が
忙
し
く
な
る
と
聞
い
て
い
た

た
め
、
今
し
か
な
い
と
考
え
、
思
い
切
っ

て
参
加
し
ま
し
た
。
ま
た
、
自
分
が
修
理

に
関
わ
っ
た
車
い
す
の
そ
の
後
や
、
使
う

人
の
こ
と
を
実
際
に
見
て
知
り
た
い
と
い

う
気
持
ち
も
あ
り
ま
し
た
。

2  

ス
リ
ラ
ン
カ
の
方
々
の
印
象

　

日
本
と
は
違
う
未
知
の
国
で
上
手
く

や
っ
て
い
け
る
の
か
と
、
到
着
す
る
ま
で

と
て
も
不
安
で
し
た
が
、
通
訳
の
ア
ー
リ

ヤ
ダ
ー
サ
さ
ん
を
は
じ
め
、
現
地
の
方
々

は
皆
親
切
な
良
い
人
た
ち
で
、
緊
張
が
少

し
ほ
ぐ
れ
ま
し
た
。
ホ
テ
ル
や
バ
ス
の
ス

タ
ッ
フ
さ
ん
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
学
生
さ

ん
、
お
寺
の
僧
侶
の
皆
さ
ん
、
車
い
す
利

用
者
さ
ん
と
そ
の
ご
家
族
、
そ
う
い
っ
た

人
々
の
お
か
げ
で
良
い
3
日
間
に
な
っ
た

と
思
い
ま
す
。

3   

活
動
時
の
ス
リ
ラ
ン
カ
の

学
生
の
印
象
・
エ
ピ
ソ
ー
ド

　

学
生
さ
ん
た
ち
は
挨
拶
も
ち
ゃ
ん
と
返
し

て
く
れ
て
、
積
極
的
で
意
欲
的
な
人
ば
か
り

で
し
た
。
日
本
語
も
上
手
に
使
っ
て
自
己
紹

介
し
て
お
り
、
こ
ち
ら
も
外
国
語
の
勉
強
な

ど
で
見
習
わ
ね
ば
と
思
わ
さ
れ
ま
し
た
。

　

一
緒
に
修
理
を
し
た
の
は
小
学
生
く
ら
い

の
少
年
で
し
た
が
、
ジ
ェ
ス
チ
ャ
ー
な
ど
で

示
せ
ば
、
車
い
す
を
抑
え
て
く
れ
た
り
、
自

分
か
ら
進
ん
で
車
い
す
を
運
ん
で
く
れ
た
り

し
て
、
と
て
も
助
か
り
ま
し
た
。
上
手
く
会

話
が
で
き
ず
、
彼
に
感
謝
の
気
持
ち
が
伝

わ
っ
た
の
か
、
少
し
疑
問
で
す
。

4  

家
庭
訪
問
で
印
象
に
残
っ
た
こ
と

　

ス
リ
ラ
ン
カ
は
道
路
が
舗
装
さ
れ
て
お
ら

ず
、
足
場
が
悪
か
っ
た
り
、
森
の
中
の
よ

う
な
場
所
に
民
家
が
あ
っ
た
り
と
、
環
境
が

整
っ
て
い
な
い
様
子
が
多
く
み
ら
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
そ
ん
な
場
所
に
も
障
害
者
が
住

ん
で
い
る
こ
と
が
驚
き
で
、
日
本
で
は
考
え

ら
れ
な
い
と
思
い
ま
し
た
。
な
か
に
は
一
人

暮
ら
し
の
高
齢
者
も
い
ま
し
た
が
、
こ
こ
で

は
近
所
で
の
付
き
合
い
・
助
け
合
い
が
あ
っ

て
生
活
で
き
て
い
て
、
ス
リ
ラ
ン
カ
な
ら
で

は
の
良
い
と
こ
ろ
な
の
か
も
し
れ
な
い
と
も

感
じ
ま
し
た
。

5  

空
飛
ぶ
車
い
す
の
意
義

　

途
上
国
の
障
害
者
や
高
齢
者
を
手
助
け
す

る
に
は
、
モ
ノ
を
与
え
る
だ
け
で
な
く
、
環

境
整
備
の
面
も
考
え
な
け
れ
ば
と
い
う
こ
と

を
痛
感
し
ま
し
た
。
こ
の
活
動
で
は
そ
こ
ま

で
大
き
な
問
題
ま
で
は
解
決
で
き
な
い
け
れ

ど
、
自
分
に
合
っ
た
車
い
す
を
も
ら
っ
た
利

用
者
た
ち
は
、
喜
ん
で
い
る
よ
う
で
し
た
。

彼
ら
の
悩
み
や
苦
痛
を
す
べ
て
取
り
除
け
る

わ
け
で
は
な
い
け
れ
ど
、
や
り
が
い
の
あ
る

活
動
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

　

こ
の
活
動
を
知
っ
て
い
る
人
が
一
人
で
も

増
え
て
ほ
し
い
で
す
。
そ
し
て
こ
の
活
動
に

関
わ
っ
て
い
る
日
本
の
学
生
た
ち
は
、
是
非

と
も
現
地
で
の
修
理
の
そ
の
先
を
、
自
分
の

目
で
見
て
触
れ
て
ほ
し
い
で
す
。

6   
今
後
へ
の
ア
ド
バ
イ
ス
・

工
夫
す
べ
き
と
こ
ろ

　

今
回
F
W
S
は
人
数
が
少
な
か
っ
た
と
は

い
え
、
K
W
R
に
頼
り
っ
ぱ
な
し
だ
っ
た
よ

う
に
感
じ
ま
し
た
。
修
理
は
日
本
で
の
日
頃

の
作
業
で
力
を
身
に
つ
け
て
お
か
ね
ば
な
ら

な
い
し
、
自
分
の
や
る
こ
と
に
自
信
と
責
任

を
も
て
る
よ
う
に
し
な
い
と
い
け
な
い
。
海

外
へ
は
そ
う
簡
単
に
何
度
も
行
け
な
い
。
道

具
も
環
境
も
揃
っ
た
日
本
で
準
備
で
き
る
こ

と
は
、
余
裕
を
持
っ
て
わ
か
る
だ
け
す
べ
て

や
っ
て
お
く
べ
き
で
す
。

　

ま
た
、
今
回
F
W
S
は
引
き
継
ぎ
が
ほ
と

ん
ど
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
現
地
で
同

じ
失
敗
を
し
な
い
よ
う
に
、
記
憶
が
新
し
い

う
ち
に
振
り
返
り
を
行
い
、
引
継
ぎ
用
の
資

料
な
ど
を
ま
と
る
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
。

7  

自
分
の
変
化

　

日
本
以
外
の
国
の
障
害
者
や
高
齢
者
に

会
っ
て
、
人
助
け
の
根
本
的
な
難
し
さ
や
、

日
本
の
豊
か
さ
、
海
外
の
不
便
さ
を
知
る

こ
と
が
で
き
た
の
が
、
一
番
の
大
き
な
変

化
だ
と
思
い
ま
す
。
現
代
で
は
実
際
に
行

か
な
く
て
も
そ
の
国
を
見
た
り
知
っ
た
り

で
き
ま
す
が
、
そ
れ
だ
け
で
は
た
だ
の
井

戸
の
中
の
蛙
な
の
で
す
。

　

た
だ
し
、
シ
ー
テ
ィ
ン
グ
は
ほ
と
ん
ど
見

て
い
る
だ
け
で
し
た
。
他
の
人
が
何
と
か
し

て
く
れ
る
と
い
う
甘
さ
と
、
自
分
に
は
上
手

く
で
き
な
い
と
い
う
自
信
の
な
さ
が
あ
っ
た

の
だ
ろ
う
と
、振
り
返
っ
て
み
て
思
い
ま
す
。

相
手
に
上
手
に
説
明
で
き
る
く
ら
い
修
理
や

シ
ー
テ
ィ
ン
グ
の
勉
強
を
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
反
省
し
ま
し
た
。

　

ま
た
機
会
が
あ
れ
ば
、
こ
う
い
っ
た
海

外
で
の
活
動
に
参
加
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

■「空飛ぶ車いす」青少年の活動レポート

修理中の私と少年
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活
動
の
主
旨
・
目
的

　

新
た
な
課
題
研
究
を
探
し
て
い
た
時
に
、
自
分
達
と
同

じ
工
業
高
校
生
が
日
本
で
使
わ
れ
な
く
な
っ
た
車
い
す

を
世
界
の
子
供
た
ち
や
高
齢
者
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
感
謝

さ
れ
て
い
る
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。
ま
た
、
茨
城
県
で
は

そ
の
活
動
に
未
だ
ど
こ
の
高
校
も
参
加
し
て
い
な
い
こ

と
を
知
り
、
自
分
た
ち
が
機
械
科
で
学
ん
だ
知
識
や
技
術

で
、
壊
れ
た
車
い
す
を
綺
麗
に
修
理
し
社
会
貢
献
し
た
い

と
想
い
挑
戦
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

活
動
の
流
れ

4
月	

年
間
計
画
作
成

5
月	

 

車
い
す
探
し　

保
護
者
・
老
人
ホ
ー
ム
か
ら

の
寄
贈
等

6
月	

修
理
工
具
準
備	

7
〜
11
月	

 

修
理
（
車
い
す
の
分
解
、
洗
浄
、
錆
落
し
、

タ
イ
ヤ
交
換
等
）

12
月	

梱
包
・
発
送

活
動
の
結
果

　

最
初
は
力
任
せ
に
作
業
し
て
い
た
た
め
、
途
中
、
様
々

な
問
題
に
ぶ
ち
当
た
り
ま
し
た
が
、
再
度
作
業
手
順
等
を

確
認
し
、
最
終
的
に
は
ス
ム
ー
ズ
に
解
決
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
作
業
す
る
中
で
ベ
ア
リ
ン
グ
の
役
割
、
仕
組

み
を
改
め
て
知
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
大
き
な
収
穫
で

し
た
。
計
画
通
り
に
3
台
完
成
さ
せ
発
送
す
る
こ
と
が
で

き
、
そ
の
車
い
す
が
海
外
（
ア
ジ
ア
諸
国
）
で
活
用
さ
れ

る
と
思
う
と
、
課
題
研
究
の
成
果
と
し
て
世
界
貢
献
で
き

た
こ
と
に
チ
ー
ム
一
同
大
変
な
喜
び
を
感
じ
て
い
ま
す
。

来
年
度
以
降
も
是
非
機
械
科
の
後
輩
た
ち
に
引
き
継
い

で
も
ら
い
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

「
車
い
す
修
理
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
」に
新
規
挑
戦
し
た
学
校
の
取
り
組
み

■「空飛ぶ車いす」青少年の活動レポート

茨
城
県
立
土
浦
工
業
高
等
学
校

　
2
0
1
8
年
3
月
末
現
在
、
全
国
の
工
業
高
校
生
に
よ
る
「
空
飛
ぶ
車
い
す
」
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
修
理
活
動
は
、
約
60

校
で
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
回
は
、2
0
1
7
年
度
か
ら
6
名
の
生
徒
が
一
つ
の
チ
ー
ム
と
な
っ
て
、
授
業
の
一
環

で
あ
る
課
題
研
究
と
し
て
新
規
に
取
り
組
み
を
始
め
た
土
浦
工
業
高
校
の
メ
ン
バ
ー
の
活
動
を
紹
介
い
た
し
ま
す
。

スリランカに届いた車いす

車いすの梱包作業

ノーパンクタイヤへの交換完了

共同作業の一コマ
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　暮れも押し迫った2017年12月26日、香港経由カトマンズで国内線に乗り換えの長旅でした

が、気候に恵まれ、晴天のヒマラヤ山脈を拝むことができました。日本より厳しい寒さを予想して

いましたが、朝晩は冷え込むものの、日中は過ごしやすく助かりました。現地の方々の暖かさに触

れたのも理由のひとつかもしれません。今回私たちは「障害を乗り越え、クラウドファンディング

でバリアフリーのゲストハウスを達成した女性を訪問」というタイトルのツアーにて、ネパールポ

カラを訪問。ここには、「空飛ぶ車いす」2台も入っており、熊本地震の際に余剰となったランドセ

ル50台などと共に届けることになりました。「空飛ぶ車いす」は、私（野木）が客員教授としてお世

話になっている神奈川工科大学でも、修理、運搬に協力させていただいておりますがその運搬に協

力でき嬉しい限りです。ポカラの空港で、障害者のお二人に無事お渡しすることができました。ネ

パールは初めてでしたが、ヒマラヤの美しさに感激!!  皆さんの笑顔が一番でした。

　事故で足を切断したラマヌ・タパマハルさんとバラツ・バニヤさんのお二人は早速車いすを使っ

て、お祭りでお店を出したそうです。

年末のネパールツアー
野木秀子・小嶋美代子

バラツさん

ラマヌさん

バラツさんにプレゼント

カトマンズで荷物を降ろしたところ



ご寄付をいただいた皆さま
（平成29年1月～12月）

ご寄付をいただいた皆さま
（平成29年1月～12月）
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いつでも、誰でも「はがき1枚」から参加できる
ボランティア活動。

—「書き損じはがき」の収集にご協力をお願いします—

数ある団体の中から当会の趣旨に賛同いただきご寄付を賜りました皆さまに
感謝申し上げます。温かいご支援ありがとうございました。

（敬称略・順不同）
阿見町社会福祉協議会
石井 瑞江
市川市社会福祉協議会 ボランティアセンター
市村 キヨ
糸魚川市社会福祉協議会
岩井 江翠
岩手県社会福祉協議会
大池 勝巳
神栖市社会福祉協議会
小林 優夢
紫雲会 千葉南病院    
ジブラルタ生命保険株式会社
鈴木 真由美

大星社 
竹谷 尚人
土屋 渉
渡久地 志織
鳥取市ボランティア・市民活動センター
豊明市社会福祉協議会 ボランティアセンター
兵庫県立相生産業高等学校
兵庫県立東播工業高等学校
平井 スミ子
米寿会
三菱総研DCS株式会社
宗像 加代
ワーカーズ・コレクティブ たすけあい せや



拡がる・引き継がれる
「空飛ぶ車いす」ボランティア活動

　福祉の共済を推進しているジブラルタ生命は、地域に根差した企業であり続けるために、全国各地で社員
による福祉施設でのボランティア活動や、地域でボランティア活動に励む青少年を応援するPRUDENTIAL 
SPIRIT OF COMMUNITY ボランティア・スピリット・アワードを初めとしたさまざまなプログラムを実施し、
福祉や教育分野での社会貢献活動に積極的に取り組んでいます。 
　今回は、日社済の支援事業である「空飛ぶ車いす」の活動を通して、2017年度の 第21回ボランティア・
スピリット・アワードでみごとコミュニティ賞を受賞した高校をご紹介いたします。 

福祉施設や市役所などから使用不能な車いすを提供してもらい、部品交
換などの修理後、国内外に寄贈しています。タイに25台、スリランカに
16台を贈り、近隣の方への出前修理も3台行いました。海外での使用に
耐えられるよう、学校独自の車検基準で入念にチェックし、これまで13
ヶ国に計462台を寄贈しました。新たに「書き損じはがき 」を収集する
ことで車いすを贈る活動も始めました。

施設や個人から不要になった車いすを提供してもらい、東南アジア諸国な
どの必要としている人たちに寄贈する活動をしています。先輩から引き継
いだ整備技術で、6年連続年間寄贈台数200台以上を達成し、2017年
6月には海外への寄贈台数が2,000台を突破、車いす提供の問い合わせ
も増えてきています。毎年夏休みには、近隣の施設で車いすの出張点検
整備も実施しています。

学校で学んでいる知識と技術を生かして、日本で使わなくなった車いすを
集めて整備・修理し、アジアの被災地域や車いすが必要な場所に送る活
動に取り組んでいます。また夏休みには、6回目の台湾での海外ボランテ
ィアとして、台北の障がい者施設などで活動したほか、地域の子どもたち
を学校に招き、合同で車いすの整備をするという試みも実施しました。

兵庫県立東播工業高等学校  空飛ぶ車いすサークル（兵庫県 ）

神戸市立科学技術高等学校  空飛ぶ車いす研究会（兵庫県）

福岡県立浮羽工業高等学校  自動車研究部（福岡県）

「公益財団法人 日本社会福祉弘済会」はジブラルタ生命と提携し「福祉の共済」を推進しています。

ジブラルタ生命は、プルデンシャル・ファイナンシャルの一員です。
■ お問い合わせ先：ボランティア・スピリット・アワード事務局 
〒100-0014  東京都千代田区永田町2-13-10  プルデンシャルタワー
電話 03-5501-5364

ボランティア・スピリット・アワードとは
「ボランティア・スピリット・アワード」とは、ボランティア活
動に取り組む中学性･高校生を支援するプログラムです。この
プログラムは、活動に優劣をつけるものではなく、賞を通して

ボランティア活動について情報交換できる場を提供し、誰もが
気軽に、そして自然にボランティア活動に取り組める社会環境
を創ることを目指しています。

www.vspirit.jp
2018年度 第22回の応募要領は、5月頃に告知されます。
SPIRIT OF COMMUNITY  ボランティア・スピリット・アワードの詳細は、 
ホームページをご覧ください。
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くっきり！ 福祉の未来形

公益財団法人　日本社会福祉弘済会
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「空飛ぶ車いす」青少年の活動レポート
SRILANKAに届け! 空飛ぶ車いす2017

「車いす修理ボランティア活動」に新規挑戦した学校の取り組み

P14 書き損じはがき収集ご協力のお願い

P15 福祉の共済コーナー

くっきり！ 福祉の未来形 ～日社済助成事業成果報告～

P2 社会福祉助成事業・アジア福祉助成事業
2018年度助成先一覧  ほか　

「スクールソーシャルワーカーの
効果的な人材育成に向けた専門職団体の役割」
一般社団法人 静岡県社会福祉士会

「健康長寿の科学的解明をテーマとする講演会」
特定非営利活動法人 元気・百歳

2018　

63
2
0
1
8
年
度
社
会
福
祉
助
成
事
業
 助
成
先
決
定！

「空飛ぶ車いす」年末のネパールツアー

2018年度社会福祉助成事業
助成先決定！


